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詞
法
小
論
小
等
(

一
)

萩

原

正

樹

は
じ
め
に

森
川
竹
礎
は
､
『鴎
夢
新
誌
』
第
三
三
集

(明
治
二
一
年

一
〇
月
)
よ
り
第
六
五
集

(同
二
四
年

二

一月
)
ま
で
凡
て
二
六
回
に
わ
た
っ

①

て

｢詞
法
小
論
｣
を
連
載
し
た
｡

こ
れ
は
､
田
能
村
竹
田
の

『填
詞
囲
譜
』
に
倣
っ
て
､
詞
牌
名
､
文
字
数
､
詞
髄
数
､
別
名
､
平
灰

を
示
す
黒
白
圏
､
詞
作
例
等
を
列
記
し
た
簡
便
な
詞
譜
で
あ
る
｡

神
田
喜

一
郎
博
士
は
､
こ
の

｢詞
法
小
論
｣
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡

一
般
初
学
の
徒
の
た
め
に
填
詞
の
作
法
を
説
い
た
も
の
で
､
そ
の
髄
裁
は
､
田
能
村
竹
田
の

『墳
詞
囲
譜
』
を
考
へ
れ
ば
よ
い
｡

然
し
こ
の
計
量
は
､
何
と
し
て
も
昔
時
の
竹
礎
に
は
無
謀
の
拳
で
あ
っ
た
｡
五
代
南
宋
の
詞
も
禄
に
讃
ん
で
ゐ
な
い
少
年
で
は
な

い
か
｡
(中
略
)
十
六
字
令
に
始
ま
り
賀
新
郎
に
至
る
二
百
五
十
四
調
･
一
百

1
十
四
髄
を
収
め
､
大
髄
は
寓
紅
友
の

『詞
律
』
を

抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
｡
先
づ
は
少
年
の
作
と
し
て
､
そ
の
努
力
を
買
っ
て
お
-
程
度
で
よ
い
か
と
思
ふ
｡
但
し
竹
礎
の
作
詞
は
､

こ
れ
か
ら
著
し
-
進
境
を
示
し
て
-
る
｡
｢詩
に
別
才
あ
り
､
撃
に
関
す
る
に
非
ざ
る
な
り
｡
｣
或
は

一
面
の
異
理
な
の
で
あ
ら
う

か
｡

(『日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
Ⅱ
』
､
神
田
喜

一
郎
全
集
第
七
巻
､
同
朋
舎
出
版
､

一
九
八
六
)

神
田
博
士
の
評
債
は
大
挙
厳
し
い
が
､
た
し
か
に

｢詞
法
小
論
｣
は
､
詞
へ
の
熱
い
気
持
ち
を
抱
い
て
は
い
て
も
､
な
お
作
詞
経
験

の
浅
い
二
〇
歳
の
青
年
の

｢無
謀
｣

な
著
述
で
あ
り
､
彼
此
の
諸
詞
譜
に
比
し
て
簡
に
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
｡
し
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か
し
な
が
ら
､
森
川
竹
礎
の
文
学
と
詞
撃
を
考
え
る
上
で
､
｢詞
法
小
論
｣
の
存
在
は
決
し
て
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

『鴎
夢
新
誌
』
第
六
集

(明
治

一
九
年
六
月
)
に
初
め
て
詩
徐
欄
が
誕
生
し
､
竹
礎
は

一
八
歳
に
し
て
詞
の
魔
女
作

｢涜
渓
沙
｣
｢調

笑
令
｣

を
委
表
し
た
の
で
あ
る
が
､
師
で
あ
る
馬
杉
雲
外
の
歴
力
も
あ
っ
て
三
ケ
月
後
の
第
九
集

(同

一
九
年
九
月
)
で
詩
飴
欄
は
消

滅
し
て
し
ま
っ
た
｡
そ
の
後
森
椀
南
に
師
事
し
た
竹
礎
が
､
第
三
二
集

(同
二
一
年
九
月
)
に
二
年
振
り
に

｢曲
江
秋
｣
詞
を
載
録
し
､

翌
月
の
第
三
三
集
で
は
詩
徐
欄
を
復
活
し
て

｢醜
奴
鬼
｣
｢東
風
第

一
枝
｣
の
二
作
を
掲
げ
た
そ
の
時
に
､
｢詞
法
小
論
｣
は
連
載
を
開

始
し
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
背
景
に
は
竹
礎
の
､
詞
の
創
作
と
研
究

へ
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡
以
後
竹
礎
は
､

｢詞
法
小
論
｣
の
掲
載
と
並
行
し
て
､
次
々
と
多
-
の
詞
作
を
費
表
し
て
い
-
｡
竹
礎
が

｢わ
が
日
本
墳
詞
史
上
に
輝
-
唯

一
の
寺
家
｣

(神
田
博
士
前
掲
書
)
と
解
さ
れ
る
詞
人
へ
と
大
き
-
飛
躍
し
て
い
-
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た

｢詞
法
小
論
｣

は
､
竹
礎
の
詞
作
の
い
わ

ば
根
底
を
支
え
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
約
二
〇
年
後
の

『詞
律
大
成
』
に
給
費
す
る
森
川
竹
礎
の
詞
撃
の
登
展
過
程
を

探
る
た
め
に
も
､
｢詞
法
小
論
｣
の
所
説
は
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
｡
さ
ら
に
､
他
の
漢
詩
人
に
輿
え
た
影
響
も
考
え
れ
ば
､

｢詞
法
小
論
｣

の
債
値
は
明
治
大
正
期
の
詞
撃
全
髄
の
中
で
正
富
に
位
置
附
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡

｢詞
法
小
論
L
の
内
容
に
つ
い
て
､
神
田
博
士
は

｢大
髄
は
高
紅
友
の

『詞
律
』
を
抄
録
し
た
も
の
｣
と
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
竹
礎

自
身
も

｢詞
法
小
論
｣

の
政
に

｢右
二
百
五
十
四
調
｡

一
百

一
十
四
鰹
｡
就
寓
紅
友
詞
律
中
｡
拳
其
最
易
見
者
｡
以
烏
例
蔦
｡
亦
可
以

窺
豹
之

1
斑
奏
.
学
者
依
此
求
之
｡
庶
幾
乎
無
過
臭
O｣
と
記
し
て
お
り
､
清
･寓
樹
の

『詞
律
』
を
多
-
参
照
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
.

だ
が
仔
細
に
見
る
と
､
『詞
律
』
と
は
異
な
る
部
分
も
あ
っ
て
､
｢
『詞
律
』
を
抄
録
し
た
も
の
｣
と
し
て
簡
単
に
は
片
附
け
ら
れ
な
い
問

題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
｢詞
法
小
論
｣
を
正
賞
に
評
債
す
る
た
め
に
は
､
ま
ず
な
に
よ
り
も
､
既
存
の
詞
譜
と
の
異
同
を

明
ら
か
に
し
て
そ
の
所
説
の
由
来
を
考
究
す
る
と
い
う
基
礎
的
な
作
業
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡

小
稿
は
そ
の
基
礎
作
業
の
一
と
し
て
､
現
在
で
は
稀
親
の

『鴎
夢
新
誌
』
か
ら

｢詞
法
小
論
｣
の
本
文
を
引
き
､
収
録
詞
牌
の
他
の

◎

詞
譜
に
お
け
る
記
載
状
況
等
を
掲
げ
て
竹
礎
の
所
説
の
釆
源
を
尋
ね
､
今
後
の
研
究
の
資
と
し
た
い
｡
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二

十
六
字
令

十
六
字

l
名
書
橋
詰

単
調

(『鴎
夢
新
誌
』
第
三
三
集
)

○

韻0●○
○
●
●
○叶
○
○

●句0●●○
○
叶

詞

天
｡
休
使
園
埴
照
客
眠
｡
人
何
在
｡
桂
影
日
揮
娼
｡

宋

察
伸

｢詞
法
小
論
｣
本
文
で
は
番
既
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
､
本
稿
で
は
検
索
の
便
宜
の
た
め
詞
牌
毎
に
通
番
を
附
し
た
｡
ま
た
､

詞
牌
下
の

｢十
六
字

一
名
蒼
梧
謡

単
調
｣
の
部
分
は
､
原
文
で
は
二
行
に
分
か
ち
書
き
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
こ
で
は

1
行

で
記
載
し
た

(以
下
同
)0

『詞
律
』
(省

一
)
と
'
詞
牌
名
､
字
数
'
別
名
､
句
式
､
詞
作
例
と
も
に
同
じ
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

一
)
は
詞
牌
名
を

｢蹄

字
詰
｣
と
し
､
｢蒼
梧
謡
｣

｢十
六
字
令
｣
を
別
名
と
す
る
｡
ま
た
'
作
例
に
は
張
孝
群
詞
を
掲
げ
､
そ
の
た
め
平
灰
式
も
異
な
っ

て
い
る
｡
『詞
律
校
勘
記
』
(巻
上
)
は
詞
牌
名
に
関
し
て

｢按
此
調
薬
友
古
名
蒼
梧
謡
､
張
子
湖
名
節
字
謡
､
周
晴
川
名
十
六

字
令
､
高
氏
既
政
友
古
詞
､
鷹
名
蒼
梧
謡
､
併
注
明
又
名
節
字
謡
､
十
六
字
令
｣

と
記
し
､
｢蒼
梧
謡
｣
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

こ

で
は

｢蒼
梧
謡
｣
を
詞
牌
名
と
し
､
｢蹄
字
詰
｣
｢十
六
字
令
｣
を
別
名
に
ま
わ
し
て
｢

此

調
､
察
伸
詞
､
名
蒼
梧
謡
､
張
孝
群
詞
､
名
節
字
詰
､
至
元
周
晴
川
､
始
有
十
六
字
令
之
稀
､
高
氏
従
周
詞
､
以
十
六
字
令
烏

正
名
､
今
改
之
L

と
述
べ
る
｡
杜
文
潤
が
､
草
に
察
伸
詞
だ
か
ら

｢蒼
梧
謡
｣
に
す
べ
き
と
言
う
の
に
封
し
て
､
『詞
律
大
成
』

は
詞
牌
の
名
稀
を
歴
史
的
な
観
鮎
か
ら
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
こ
の
説
が
正
し
い
こ
と
は
'
拙
稿

｢森
川
竹
礎
の

『詞
律

大
成
』
に
つ
い
て
｣
(｢学
林
｣
第
二
一
統
所
収
)
を
参
照
｡
な
お

『詞
律
大
成
』
で
は
､
第
二
句
第
五
字
を

｢可
平
L
と
し
て

い
る
｡
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ニ
ー

a

､
間
中
好

十
八
字

単
調

凡
二
億

(同
第
三
三
集
)

○
○
●
句

○
●
●
○
○
韻
●
●
○
○
●
句
●
○
○
●
○
叶

詞

間
中
好
｡
塵
務
不
紫
心
｡
坐
封
普
窓
木
｡
看
移
三
面
陰
｡

唐

段
成
式
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『詞
律
』
(巻

1
)
と
同
｡
第
四
句
第

1
字
の

｢看
｣

字
に
つ
い
て
､
寓
樹
は

｢看
字
､
作
去
馨
讃
､
観
張
善
能
作
亦
然
｣

と

言
う
が
､
同
じ
段
成
式
詞
を
挙
げ
る

『欽
定
詞
譜
』
(巻

こ

は

｢看
｣
字
を
平
聾
と
し
て
い
る
｡
ま
た

『詞
律
校
勘
記
』
(巻

上
)
も

｢按
此
字
亦
有
用
平
者
､
似
可
不
拘
｣
と
述
べ
る
｡
『詞
律
大
成
』
(省

一
)
で
は
句
式
に
異
同
が
な
い
が
､
第
三
句
第

四
字

｢窓
｣
を

｢薗
｣

字
に
改
め
､
｢此
即
長
短
句
詩
｣
と
言
う
｡

ニ
ー
b
t
間
中
好

十
八
字

畢
調

(同
第
三
四
集
)

○
○
●
句
●
●
○
○
●
韻
●
●
○
●
○
句

○
○
●
○
●
叶

詞

間
中
好
｡
壷
日
松
烏
侶
｡
此
趣
人
不
知
｡
軽
風
度
僧
語
｡

『詞
律
』
(巻

一
)
『欽
定
詞
譜
』
(巻

一
)
と
も
に
同
｡

唐

鄭
符

『詞
律
』
は

｢用
灰
韻
輿
前
異
｣
と
し
､
『欽
定
詞
譜
』
は

｢此
詞
用

灰
韻
｣
と
註
す
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

l
)
も
同
じ
詞
を
挙
げ
､
｢用
灰
韻
輿
前
詞
異
､
第
三
四
句
､
倶
平
灰
扮
｣
と
記
す
0

≡
-
a
､
南
歌
子

二
十
三
字

歌
又
作
珂

l
名
春
宵
曲

軍
調

凡
四
髄
今
録
三

(同
第
三
四
集
)

●
●
○
○
●
句

○
○
●
●
○韻
0
●
●
○
○
叶
0
0
0
●
●句
●
○
○
叶

詞

唐

温
庭
喝
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手
裏
金
鶴
鵡
｡
胸
前
繍
鳳
風
｡
倫
眼
暗
形
相
｡
不
如
従
嫁
輿
｡
作
鴛
奮
｡

『詞
律
』
(巻

一
)
は
四
鰹
を
録
し
､
最
初
に
こ
の
温
庭
笥
詞
を
掲
げ
る
が
､
別
名
に
つ
い
て
は

｢歌
又
作
何
｣
と
言
う
の
み

で
､
竹
礎
の
挙
げ
る

｢春
宵
曲
｣
と
い
う
名
稲
は

『詞
律
』
中
に
は
見
え
な
い
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

一
)
は
す
べ
て
七
髄
を
錬

し
て
い
る
が
､
や
は
り
冒
頭
に
温
庭
筒
の
同

1
詞
を
載
せ
､
詞
牌
下
証
に

｢単
調
者
､
始
自
温
庭
埼
詞
､
困
詞
有
恨
春
宵
句
､

名
春
宵
曲
｣

と
言
う
｡
ま
た
､
『欽
定
詞
譜
』
よ
り
前
に
編
纂
さ
れ
た

『歴
代
詩
徐
』
(奄

一
､
両
歌
子
､
上
海
書
店
影
印
本
､

1
九
八
五
)
で
は
温
庭
笥
詞
四
百
を
挙
げ
て

｢
1
名
春
宵
曲
､

1
名
水
晶
簾
｣
と
記
し
て
い
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
が
引
-

｢恨
春

宵
｣
句
は
､
首
句

｢特
晒
如
波
眼
｣

詞

(『花
間
集
』
巻

1
所
収
)
の
末
句
で
あ
る
が
､
こ
の
詞
が
何
時
頃
ど
こ
で

｢春
宵
曲
｣

と
構
さ
れ
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
｡
i
Jだ
､
張
嘩

･
黄
舎
編

『全
唐
五
代
詞
』
(二
二
六
頁
､
上
海
古
希
出
版
社
､

一
九
八
六
)

所
収

｢樽
晒
如
波
眼
｣
詞
の

｢校
勘
｣

に

｢
[調
名
]
選
聾
集
作

『春
宵
曲
』｣

と
あ
り
､
同
書

｢引
用
書
目
｣

に
見
え
る
清
康

照
本

『還
啓
集
』
(清
呉
椅
程
洪
編
､
中
国
科
学
院
囲
書
館
蔵
本
)
が
こ
の
詞
を

｢春
宵
曲
｣
と
題
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

『校
刊
詞
律
』
の
恩
錫

･
杜
文
潤
校
記
で
は

｢按
此
詞
尚
有
恨
春
宵
､
水
晶
簾
､
十
愛
詞
等
名
｣

と
の
み
言
い
､
｢春
宵
曲
｣
の

名
は
見
え
な
い
の
で
､
竹
礎
は

『歴
代
詩
飴
』
か

『欽
定
詞
譜
』
か
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て

｢春
宵
曲
｣

と
い
う
別
名
を
補

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
な
お

『欽
定
詞
譜
』
の
平
灰
式
は
第
三
句
第

一
字

｢0
｣
第
四
句
第

1
字

｢0
｣

を
そ
れ
ぞ
れ

｢
O
L
｢

●｣と
し
て
い
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

一
)
は
す
べ
て
五
髄

(袴
鰹

一
)
を
載
録
し
､
こ
の
髄
に
つ
い
て
は
や
は
り
温

庭
筒
詞
を
挙
げ
て

｢歌
或
作
河
､
文
名
春
宵
曲
｣

と
記
し
､
｢起
二
句
皆
用
封
偶
文
字
｣
と
証
す
｡

348(5)

≡
-
b
､
南
歌
子

二
十
六
字

一
名
碧
悪
夢

軍
調

(同
第
三
四
集
)

●●○
○

●句○○●
●
○韻
0
0

●●●○
○

叶0●
0
0
0

●句●○
○

叶

詞

唐

張
泌
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柳
色
遮
棲
時
｡
桐
花
落
潮
香
｡
董
堂
開
虚
晩
風
凍
｡
高
捲
水
晶
簾
額
｡
槻
斜
陽
｡

第
四
句

｢水
晶
簾
額
｣
は
'
『鴎
夢
新
誌
』
で
は
｢水
晶
廉
額
｣
と
な
っ
て
い
る
が
､
連
載
の
最
後
に
附
さ
れ
た
｢正
誤
｣
(『鴎

夢
新
誌
』
第
六
五
集
)
に
よ
っ
て
正
し
た
｡
引
用
詞
､
句
式
は

『詞
律
』
(巻

こ

と
同

(た
だ
し

『校
刊
詞
律
』
は
､
第
四
句

｢高
捲
｣
を

｢高
巻
｣
に
作
る
｡)｡
た
だ
三
-

a
と
同
様
､
別
名

｢碧
薗
夢
｣

は

『詞
律
』
に
は
見
え
な
い
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

こ

は

｢南
歌
子
｣
二
十
六
字
髄
と
し
て
別
の
張
泌
詞

(首
句

｢錦
薦
紅
海
触
｣
)

を
挙
げ
､
詞
牌
下
証
に

｢張
泌
詞
､
本
此
添

字
､
困
詞
有
高
巻
水
晶
簾
額
句
､
名
水
晶
簾
､
又
有
驚
破
碧
薗
残
夢
句
､
名
碧
薗
夢
｣

と
記
す
｡
先
に
引
い
た

『歴
代
詩
徐
』

『校
刊
詞
律
』
い
ず
れ
に
も

｢碧
薗
夢
｣

の
名
は
見
え
ず
､
竹
礎
は

『欽
定
詞
譜
』
に
従
っ
て

｢碧
薗
夢
｣
を
採
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
が
､
そ
れ
な
ら
ば

『欽
定
詞
譜
』
に
同
時
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

｢水
晶
簾
｣

の
名
も
採
っ
た
は
ず
で
あ
り
､
あ
る
い
は

他
に
擦
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡
張
泌
詞
を

｢碧
薗
夢
｣

と
構
す
る
説
は
､
『欽
定
詞
譜
』
以
前
に
は
見
出
す
こ
と

が
出
来
ず
､
後
考
を
侯
ち
た
い
｡
句
式
に
つ
い
て
『欽
定
詞
譜
』
は
､
第
四
句
第

一
､
三
字
を
｢
O
L
｢●
｣
と
し
て
い
る
｡
『詞

律
大
成
』
(巻

一
)
は
､
『詞
律
』
｢詞
法
小
論
｣

と
同
じ
張
泌
詞
を
挙
げ
る
が
､
第
四
句
を
｢
高
巻
水
精
簾
額
｣

に
作
り
､
『欽

定
詞
譜
』
と
同
じ
-
第

一
､
三
字
を
平
､
灰
の
ま
ま
と
す
る
｡
別
名
に
つ
い
て
は
｢又
名
碧
薗
夢
､
水
精
簾
｣

と
し
､
｢比
前
詞
､

第
三
句
多
二
字
､
第
四
句
多

一
字
､
末
九
字

一
気
'
不
妨
讃
作
九
字

一
句
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

三
I
c
t
南
歌
子

五
十
二
字

I
名
望
秦
川

風
蝶
合

筆
調

(同
第
三
四
集
)

0

●
○
○
●
句

○
○
●
●
○韻
t

)0
0
●
●
○
○叶
0
●
0
0
●
●
句
●
○
○
叶

CI
●
○
○
●
句

○
○
●
●
○叶
0

0
0
●
●

○
○
叶
0
●
0
0
0
●
句
●
○
○
叶

詞

宋

欧
陽
情

鳳
撃
金
泥
帯
｡
龍
紋
玉
掌
椀
｡
去
来
牌
下
実
相
挟
｡
愛
道
董
眉
深
浅
｡
入
時
無
｡

弄
筆
偶
人
久
｡
描
花
試
手
初
｡
等
聞
妨
了



詞法小論小等 (-)

繍
工
夫
｡
笑
間
鴛
奮
雨
字
｡
忠
生
書
｡

南
緯
九
字
｡
作
上
四
李
下
五
字
句
｡
亦
無
妨
｡

後
閑
第
四
句

｢笑
間
｣
は
原
文

｢笑
聞
｣

で
あ
る
が
､
｢正
誤
L
に
よ
っ
て
改
む
｡
別
名
の
記
載
､
作
例
詞
は

『詞
律
』
(巻

1
)
と
同
｡
前
関
第
四
句

｢蓋
｣
字
､
後
関
第

一
句

｢弄
｣
字
を

『詞
律
』
は

｢可
平
｣

と
し
､
｢詞
法
小
論
｣
の
圏
鮎

｢0
｣

と
合
わ
な
い
が
､
こ
れ
は

｢詞
法
小
論
｣

の
方
の
誤
植
で
あ
ろ
う
｡
詞
後
に
｢
両
結
九
字
｡
作
上
四
字
下
五
字
句
｡
亦
無
妨
｣

と
註
し
て
い
る
の
は
､
『詞
律
』
の

｢南
結
語
気
､
可
上
六
下
三
､
亦
可
上
四
下
五
｣
に
擦
っ
た
も
の
｡
『詞
律
』
は
以
上
三
髄

の
後
石
孝
友
五
十
二
字
鰹
を
載
せ
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

一
)
は
､
こ
の
鰹
の
作
例
と
し
て
毛
照
震
五
十
二
字
髄

(首
句

｢惹

恨
還
添
恨
｣)
を
挙
げ
る
｡
句
式
に
つ
い
て

『欽
定
詞
譜
』
は
､
｢此
詞
前
後
南
結
'
或
上
六
字
讃
､
下
三
字
句
､
或
上
四
字
讃
､

下
五
字
句
､
須
蝉
聯
不
断
､
可
讃
不
可
句
､
詞
中
此
等
句
法
最
多
｣
と
述
べ
､
前
後
関
第
四
句
と
第
五
句
と
の
間
を

｢讃
｣
と

し
て
い
る
｡
ま
た
別
名
に
関
し
て
は
詞
牌
下
註
に

｢周
邦
彦
詞
名
南
村
子
､
程
咳
詞
名
望
秦
川
､
田
不
伐
詞
､
有
簾
風
不
動
蝶

交
飛
句
､
名
風
蝶
令
｣
と
記
す
｡
以
上
三
鰹
の
後
､
草
葉
疾
五
十
二
字
髄
､
花
草
粋
編
無
名
氏
五
十
三
字
鰹
､
周
邦
彦
五
十
四

字
髄
､
石
孝
友
五
十
二
字
髄
を
載
録
し
て
い
る
｡
な
お

『詞
律
拾
遺
』
(巻
二
)
は
､
｢南
歌
子
｣
補
髄
と
し
て
周
邦
彦
五
十
四

字
髄
､
案
観
五
十
五
字
健
を
掲
げ
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

一
)
は
､
こ
の
五
十
二
字
髄
に

『欽
定
詞
譜
』
と
同
じ
毛
照
震
詞
を

挙
げ
る
が
､
句
式
､
別
名
等
に
つ
い
て
は
､
『詞
律
』
と
同
じ
｡
誌
に
｢前
後
段
､
結
九
字
､

一
気
串
下
､
蝉
聯
不
断
､
或
可
四

字

〓
且
､
或
可
二
字

〓
且
､
不
必
拘
｣
と
述
べ
､
｢此
髄
､
高
氏
録
欧
陽
僑
風
害
金
泥
帯
詞
､
今
改
之
｣
と
言
う
｡
こ
の
後
'
石

孝
友
五
十
二
字
鰹
を
収
め
､
周
邦
彦
五
十
四
字
髄
を

｢補
健
｣
と
し
て
補
っ
て
い
る
｡

の

四

I
a
､
荷
葉
杯

二
十
三
字

羊
調

凡
三
億
今
録
二

(同
第
三
五
集
)

346
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温
庭
鍔
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鏡
水
夜
束
秋
月
｡
如
雪
｡
採
蓮
時
｡
小
娘
紅
粉
封
寒
浪
｡
個
帳
｡
正
思
惟
｡

『詞
律
』
(奄

二

は

｢荷
葉
杯
｣
の
作
例
と
し
て
三
億
を
収
め
､
最
初
に
こ
の
温
庭
筒
詞
を
挙
げ
る
｡
句
式
も
同
じ
で
あ
る

が
､
第
四
､
五
句
の
灰
韻
を

『詞
律
』
で
は
平
韻
も
含
め
た
三
番
目
の
換
韻
と
し
て

｢三
換
尻
｣
｢叶
三
灰
｣
と
註
し
て
お
り
､

こ
れ
を
竹
礎
は

｢換
灰
韻
｣

｢叶
二
灰
｣

と
灰
韻
の
み
を
数
え
た
記
述
に
改
め
て
い
る
｡
『詞
律
』
は
こ
の
髄
の
後
､
顧
夏
二
十

六
字
髄

(首
句

｢春
表
小
庭
花
落
｣
)

を
載
せ
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

こ

も

｢荷
葉
杯
｣
は
三
倍
を
録
し
､
二
十
三
字
髄
の
作

例
に
は

『詞
律
』
｢詞
法
小
論
｣
と
は
別
の
温
庭
筒
詞

(首
句

｢
1
鮎
露
珠
凝
冷
｣
)
を
掲
載
し
て
い
る
.
平
灰
式
に
つ
い
て
は
､

第

一
句
第

一
､
三
字
を
と
も
に
灰
馨
と
し
､
『詞
律
』
｢詞
法
小
論
｣
が
灰
の
可
平
と
し
て
い
る
の
と
異
な
っ
て
い
る
｡
二
十
六

字
髄
に
は
､
『詞
律
』
と
同
じ
顧
夏
詞
を
掲
げ
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

一
)
も
三
髄
を
挙
げ
二
十
三
字
健
の
作
例
に
温
庭
筒

｢鏡

水
夜
来
秋
月
｣
詞
を
録
す
る
鮎
､
『詞
律
』
｢詞
法
小
論
｣
と
同
様
で
あ
り
､
第
四
､
五
句
の
灰
韻
に
つ
い
て
｢換
灰
｣

｢叶
二
灰
｣

と
記
す
の
は
｢
詞
法
小
論
｣
と
同
じ
い
が
､
二
十
六
字
鰹
に
は
顧
夏
の
別
の
詞

(首
句

｢曲
御
蝶
飛
煙
暖
｣
)

を
載
せ
､
｢此
健
､

高
氏
録
顧
別

1
首
､
春
益
小
庭
詞
､
今
改
之
｣
と
註
し
て
い
る
｡

四
-
b
t
荷
葉
杯

五
十
字

讐
調

(同
第
三
五
集
)
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o
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○
○
珊
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詞

記
得
那
年
花
下
｡
深
夜
｡
初
識
謝
娘
時
｡
水
堂
西
面
書
麗
垂
｡
携
手
時
相
期
｡

今
倶
是
異
郷
人
｡
相
見
更
無
困
｡

五
代

章
荘

個
憶
噴
鷲
残
月
｡
相
別
｡
従
此
隔
音
塵
｡
如



詞法小論小等 (-)

『詞
律
』
(巻

一
)
は
同
じ

｢記
得
那
年
花
下
｣

詞
を
章
荘
で
は
な
-
皇
甫
松
の
作
と
し
て
掲
げ
て
い
る
｡
他
の
詞
譜
で
は
､

『欽
定
詞
譜
』
(巻

一
)
は
詞
牌
下
註
に

｢此
詞
有
単
調
讐
調
､
単
調
者
有
温
庭
筒
顧
夏
二
埋
､
讐
調
者
只
葦
荘

一
髄
､
倶
見
花

間
葉
｣

と
記
し
て
同
じ
詞
を
葦
荘
詞
と
し
て
挙
げ
､
『校
刊
詞
律
』
恩
錫
･杜
文
潤
校
記
は

『欽
定
詞
譜
』
に
従

っ
て

｢即
此
詞

非
皇
甫
松
作
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
李

1
低

『花
間
集
校
』
(巻
二
､
人
民
文
学
出
版
社
'

一
九
五
八
)
に
擦
れ
ば
､
『花
間
葉
』

諸
本
も
.r記
得
那
年
花
下
｣

詞
を
章
荘
詞
と
し
て
録
し
て
お
り
､
『詞
律
』
が
皇
甫
松
の
作
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
.
竹
礎

は
寓
樹
の
誤
り
を
正
し
て
作
者
を
葦
荘
と
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
｡
句
式
に
つ
い
て
は
'
四
I
a
と
同
様

『詞
律
』
が

｢
三
灰
｣

｢
四
平
｣
と
記
し
て
い
る
の
を

｢
二
灰
｣

｢

二
平
｣

に
襲
え
て
い
る
ほ
か
､
前
関
第
五
句
第

1
字
を

『詞
律
』
が

｢可
灰
｣
と
し

て
い
る
の
を
竹
礎
は
逆
に

｢㊤
｣
と
圏
鮎
を
附
し
て
い
る
が
､
｢携
｣
字
は
平
馨
字
で
あ
り
､
こ
れ
は

｢詞
法
小
論
｣
の
誤
植
で

あ
ろ
う
.
『欽
定
詞
譜
』
は
､
前
関
第

1
句
第

1
字
､
第
五
句
第

一
字
､
後
閑
第

1
句
第
三
字
､
第
三
句
第

1
字
､
第
五
句
第

1

字
を
そ
れ
ぞ
れ

｢詞
法
小
論
｣
と
は
異
な
り

｢

●｣｢

0｣｢●
｣
｢0
｣
｢
O
L
と
し
て
い
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

1
)
で
は
同

じ
葦
荘
詞
を
引
い
て
前
関
第
五
句
第

一
字

｢携
｣

を

｢可
灰
｣
に
訂
正
し
て
い
る
｡
そ
の
他
の
句
式
は

『欽
定
詞
譜
』
に
準
じ

る
が
､
後
閑
第
三
句
第

一
字

｢従
｣
は
平
聾
の
ま
ま
と
し
て
い
る
｡

五
-
a
t
漁
歌
子

二
十
七
字

一
名
漁
父

漁
父
柴

草
調

凡
三
億
今
録
二

(同
第
三
五
集
)

0●00●
●
○韻
0
0
0
●
●
○
○叶
○

●●句●○
○
叶

0
0
0
●
●
○
○叶

詞

西
塞
山
前
白
鷺
飛
｡
桃
花
流
水
鯨
魚
肥
｡
青
萌
笠
｡
緑
裏
表
｡
斜
風
細
雨
不
須
蹄
｡

唐

張
志
和

344(9)

詞
鰹
数
に
つ
い
て
､
原
文
は

｢凡
二
倍
｣
と
な
っ
て
い
る
が
､
｢正
誤
｣

に
よ
り

｢凡
三
傑
今
録
二
｣

に
改
む
｡
『詞
律
』
(巻

一
)
は

｢詞
法
小
論
｣

と
同
じ
張
志
和
二
十
七
字
髄
と
孫
光
憲
五
十
字
健
の
二
髄
を
挙
げ
て
い
る
｡

一
方

『欽
定
詞
譜
』
(巻

一
)
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は
､
張
志
和
二
十
七
字
健
､
張
志
和
二
十
七
字
思
う
李
燈
二
十
七
字
鰹
､
蘇
拭
二
十
五
字
鰹
､
顧
象
五
十
字
髄
､
孫
光
憲
五
十

字
髄
の
す
べ
て
六
鰹
を
掲
載
し
て
い
る
｡
ま
た
竹
礎
の
『詞
律
大
成
』
(巻

l
)
で
は
､
張
志
和
二
十
七
字
鰹
､
李
燈
五
十
字
髄

の
二
億
を
録
す
｡
｢詞
法
小
論
｣
が
何
に
掠

っ
て
詞
髄
を
三
鰹
と
し
て
い
る
の
か
､
そ
の
根
接
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
『詞
律
』

に

｢玄
寅
又

一
首
､
起
二
句
､
松
江
蟹
舎
主
人
歓
､
菰
飯
等
糞
亦
共
餐
､
平
灰
全
異
､
(中
略
)､
然
自
宋
以
後
'
皆
依
西
塞

一

億
､
今
作
者
宜
従
之
L

と
記
さ
れ
､
『詞
律
大
成
』
が

｢首
句
､
次
句
､
結
句
､
唐
詞
平
伏
互
異
者
不
烏
少
､
今
釆
張
別

一
首
､

三
句
倶
相
反
者
､
附
銀
子
左
､
以
資
参
考
｣
と
し
て
張
志
和
の

｢松
江
蟹
舎
主
人
歓
｣

詞

(『欽
定
詞
譜
』
所
引
張
志
和
二
十
七

字
鰹
第
二
髄
)
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
､
こ
の
詞
を
又
髄
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
別
名
の

｢漁

父
｣
｢漁
父
柴
｣

に
つ
い
て
も

『詞
律
』
と
異
同
が
あ
る
｡
『詞
律
』
は

｢又
名
漁
父
｣

と
記
す
の
み
で

｢漁
父
奨
｣

の
名
は
挙

げ
て
い
な
い
｡
『欽
定
詞
譜
』
は
詞
牌
下
証
に

｢和
凝
詞
更
名
漁
父
､
徐
積
詞
名
漁
父
柴
｣

と
述
べ
､
｢漁
父
柴
｣
の
別
名
を
録

し
て
い
る
.
徐
積
の
詞
は
､
『全
宋
詞
』
(第

一
射
､
二
一
四
貢
)
に
六
首
見
え
､
そ
れ
ぞ
れ
｢漁
父
奨
｣

｢無

1
事
｣
｢堪
董
看
｣

｢誰
撃
得
｣

｢君
看
取
｣
｢君
不
悟
｣
と
い
う
詞
牌
名
が
附
さ
れ
て
い
る
｡
竹
礎
は

『欽
定
詞
譜
』
に
掠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
な

お

『詞
律
大
成
』
は
､
別
名
と
し
て

｢漁
父
｣

｢漁
父
詞
｣

｢漁
父
禦
｣
を
挙
げ
て
い
る
｡
さ
ら
に
句
式
に
つ
い
て
も

『詞
律
』

と
異
な
り
､
『詞
律
』
は
先
に
引
い
た

｢今
作
者
宜
従
之
｣
と
い
う
方
針
に
従
っ
て

｢可
平
｣
｢可
灰
｣
の
註
記
を

一
切
行
っ
て

い
な
い
｡
『欽
定
詞
譜
』
の
句
式
も
大
き
-
異
な
り
､
｢0
0
0
0
●
0
0
韻
0
0
0
0
●
0
0
韻
0
0
●
句
●
○
○
韻
0
0
0

0
●
0
0韻
｣
と
し
て
い
る
｡
『詞
律
大
成
』
で
は
第

1
句
第
三
字
を
平
聾
と
し
て
い
る
ほ
か
は

｢詞
法
小
論
｣
と
同
じ
｡

五
I
b
､
漁
歌
子

五
十
字

讐
調

(同
第
三
五
集
)

●
0
0句
0
0
●
韻

0
0
0
●
○
○
●
叶

○
●
●
句
●
○
○
句

0

●000●叶

●
0
0
句

0
0
●
叶
0
0
0
●
○
○
●
叶

○
●
●
句
●
○
○
句

0
●

000●叶
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詞

乏
流
登
｡
明
文
滅
｡
夜
涼
水
冷
東
漕
潤
｡
風
浩
浩
｡
笛
参
参
｡
寓
頃
金
波
重
畳
｡

経
誓
水
｡
過
松
江
｡
壷
属
億
家
風
月
｡

五
代

孫
光
憲

杜
若
洲
｡
香
郁
烈
｡

l
撃
宿
雁
霜
時
節
｡

前
関
末
句
と
後
閑
第

一
句
の
平
灰
式
が
､
原
文
で
は

｢●
叶

●㊦
○句

L

と
な
っ
て
い
る
が
､
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
植

で
あ
り
､
｢正
誤
｣
に
従
っ
て
改
め
た
｡
ま
た
､
孫
光
憲
詞
の
後
関
第
二
句

｢香
郁
烈
｣

を
原
文
は

｢香
都
烈
｣

に
作
る
が
､
こ

れ
も

｢正
誤
｣

に
よ
っ
て
訂
し
た
｡
『詞
律
』
(巻

こ

と
同
｡
句
式
に
つ
い
て

1
箇
所
､
第

1
句
第
二
字

｢流
｣

を
竹
礎
が

｢0
｣

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
､
『詞
律
』
は
平
聾
の
ま
ま
と
し
て
い
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

1
)
は
孫
光
憲
の
詞
を
挙
げ
､
そ
の
詞
句

そ
の
ま
ま
の
平
灰
を
掲
げ
て
い
る
｡
こ
れ
は
､
孫
光
憲
詞
の
前
に
引
-
顧
夏
詞
五
十
字
髄
で
平
灰
を
校
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
｡
な
お

『欽
定
詞
譜
』
所
収
の
孫
光
憲
詞
前
関
第
五
句
は

｢水
参
参
｣

に
作
る
｡
ま
た
､
杜
文
潤

『詞
律
校
勘
記
』
(巻
上
)

も

｢孫
光
憲
詞
'
笛
参
参
句
､
笛
字
欧
陽
桐
花
間
集
作
水
字
｣
と
言
う
｡
し
か
し
､
李

1
眠

『花
間
集
校
』
(巻
八
)
に
掠
れ
ば

｢笛
｣

を

｢水
｣

に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
無
-
､
ま
た

『全
唐
五
代
詞
』
(八
三
〇
貢
)
｢校
勘
｣

に
も

｢水
｣
に
作
る
例
は
紹
介
さ

れ
て
お
ら
ず
､
『欽
定
詞
譜
』
『詞
律
校
勘
記
』
が

｢水
｣
と
す
る
の
は
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
『詞
律
大
成
』
(奄

一
)
は

先
に
述
べ
た
如
-
李
拘
詞
を
載
せ
､
｢此
鰹
､
寓
氏
録
孫
光
憲
法
流
費
詞
､
今
改
之
｣
と
記
す
｡
平
灰
式
も
李
均
詞
を
基
準
と
し

て
お
り
､
『詞
律
』
｢詞
法
小
論
｣

と
若
干
異
な
っ
て
い
る
｡

六
-
a
､
憶
江
南

二
十
七
字

単
調

凡
三
億
今
録
二

-
名
夢
江
南

望
江
南

望
江
梅

江
南
好

夢
江
口

岸
塞
北

春
去

也

謝
秋
娘

(同
第
三
五
集
)

00●句
0
●
●

○
○
韻

0

●000●●句
0

00●●○○叶
0
●
●

○
○
叶

詞

唐

白
居
易
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江
南
好
｡
風
景
膏
官
話
｡
日
出
江
花
紅
勝
火
｡
春
束
江
水
線
如
藍
｡
能
不
憶
江
南
0

『詞
律
』
(巻

一
)
は

｢憶
江
南
｣
の
髄
と
し
て
､
二
十
七
字
髄
､
五
十
四
字
髄
､
五
十
九
字
鰹
の
三
鰹
を
挙
げ
る
が
､
二
十

七
字
腔
の
作
例
に
は
皇
甫
松
の
作

(首
句

｢蘭
億
落
し､
な
お
五
十
四
字
髄
に
は
呉
文
英
､
五
十
丸
字
髄
に
は
裾
延
巳
の
作
を
立

て
る
)
を
引
-
｡
竹
礎
は
こ
れ
を
白
居
易
の
作
例
に
襲
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
そ
れ
に
従
っ
て
平
灰
式
も
第

一
句
第
二
字
､

第
三
句
第

1
字
､
第
四
句
第

1
字
の

｢0
｣
が

『詞
律
』
の

｢可
平
｣
と
い
う
記
載
と
異
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
別
名
に
つ
い
て

も
､
｢詞
法
小
論
｣

は

｢夢
江
南
｣
｢望
江
南
L
｢望
江
梅
｣
｢江
南
好
｣

｢夢
江
口
｣

｢蹄
塞
北
｣
｢春
去
也
｣
｢謝
秋
娘
｣

の
八
種

を
挙
げ
て
い
る
が
､
『詞
律
』
で
は
｢又
名
夢
江
南
､
謝
秋
娘
､
夢
江
口
､
望
江
南
'
望
江
梅
'
春
去
也
L
と
の
み
記
さ
れ
､
｢江

南
好
｣
｢蹄
塞
北
｣

の
名
は
見
え
て
い
な
い
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

7
)
は
自
居
易
二
十
七
字
髄
､
軟
陽
僑
五
十
四
字
膿
､
嬬
延
巳

五
十
九
字
髄
を
載
録
し
､
別
名
に
つ
い
て
は
詞
牌
下
証
に
､
単
調
の
名
と
し
て

｢謝
秋
嬢
｣

｢江
南
好
｣

｢春
去
也
｣
｢望
江
南
｣

｢夢
江
南
｣
｢夢
江
口
｣
｢望
江
梅
｣､
讐
調
の
名
と
し
て

｢安
陽
好
｣

｢夢
仙
遊
｣

｢歩
虚
馨
し
｢壷
山
好
｣

｢望
蓬
莱
｣
を
挙
げ
､

最
後
に

｢太
平
楽
府
名
節
塞
北
､
註
大
石
調
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
｢憶
江
南
｣
詞
の
別
名
の
多
さ
に
つ
い
て
は
､
既
に
宋
代
の
王

灼

『碧
鶏
漫
志
』
(巻
五
､
望
江
南
､
『詞
話
叢
編
』
第

1
筋
所
収
本
)
が

｢望
江
南
､
契
府
雑
録
云
､
李
衛
公
薦
亡
妓
謝
秋
娘

撰
望
江
南
､
亦
名
夢
江
南
､
白
楽
天
作
憶
江
南
三
首
､
第

1
江
南
好
､
第
二
第
三
江
南
憶
､
自
注
云
､
此
曲
亦
名
謝
秋
娘
､
毎

首
五
句
､
予
考
此
曲
'
自
居
室
今
､
皆
南
呂
宮
､
字
句
亦
同
､
止
是
今
曲
両
段
､
蓋
近
世
曲
子
無
畢
遍
者
､
然
衛
公
馬
謝
秋
娘

作
此
曲
､
己
出
両
名
､
楽
天
又
名
以
憶
江
南
､
又
名
以
謝
秋
娘
､
近
世
又
取
楽
天
首
句
名
以
江
南
好
､
予
嘗
歎
世
間
有
改
易
錯

乱
誤
人
者
､
是
也
｣

と
指
摘
し
て
い
る
｡
竹
礎
が
補
っ
た

｢江
南
好
｣
の
名
も
､
こ
の
王
灼
の
語
の
中
に
見
え
る
｡
も
う

一
つ

の

｢蹄
塞
北
｣

の
名
は
､
『歴
代
詩
飴
』
(巻

1
'
望
江
南
)
に

｢此
調
本
李
徳
裕
馬
亡
妓
謝
秋
娘
作
､
原
名
謝
秋
娘
､
温
庭
埼

作
為
望
江
南
､
文
名
夢
江
口
､
自
居
易
思
呉
宮
銭
塘
之
勝
､
作
江
南
憶
､
劉
南
錫
作
春
去
也
､
李
愚
作
望
江
南
､
裾
延
巳
作
憶

江
南
､
後
又
名
目
蹄
塞
北
､
夢
遊
仙
､
皆

一
調
而
異
名
也
｣
と
あ
る
｡
竹
礎
は
､
『欽
定
詞
譜
』
や
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら

｢江
南
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好
｣
｢蹄
塞
北
｣
の
別
名
を
追
加
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

こ

も
白
居
易
二
十
七
字
髄
､
欧
陽

備
五
十
四
字
慣
'
逓
延
巳
五
十
九
字
髄
を
収
め
､
二
十
七
字
髄
の
別
名
に
つ
い
て

｢又
名
江
南
好
､
望
江
南
､
夢
江
南
､
望
江

梅
､
夢
江
口
､
謝
秋
娘
､
春
去
也
､
蹄
塞
北
｣
と
記
し
､
｢詞
法
小
論
｣
と
同
じ
八
種
を
掲
げ
て
い
る
｡

六
-
b
t
憶
江
南

五
十
四
字

讐
調

(同
第
三
五
集
)

0
0
●
句
0
●
●
○
○
韻

0●000●●句
0

00●●○○叶
0
●
●
○
○
叶

0

0●句
0
●
●
○
○
叶
0
●
0
0
0

●
●
句

000●●○○叶
0
●
●
○
○
叶

詞

三
月
暮
｡
花
落
更
情
濃
｡
人
去
秋
千
間
接
月
｡
馬
停
楊
柳
倦
噺
風
｡
堤
畔
喜
藤
空
.

宋

呉
文
英

厭
厭
酔
｡
長
日
小
簾
構
｡
宿
燕
夜
蹄
銀

燭
外
｡
噂
管
掌
在
緑
陰
中
｡
無
慮
寛
浅
紅
｡

原
文
は
英
文
英
詞
後
閑
第
四
句

｢噂
鷺
｣
を

｢噂
鶴
｣

に
作
る
が
､
｢正
誤
｣
に
よ
っ
て
改
め
た
｡
引
用
詞
､
句
式
と
も
に
『詞

律
』
(巻

1
)
と
同
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

1
)
及
び

『詞
律
大
成
』
(省

一
)
は
､
先
に
挙
げ
た
如
-
欧
陽
僑
詞

(首
句

｢江
南

蝶
｣
)
を
録
し
て
い
る
｡
た
だ

『欽
定
詞
譜
』
の
方
は
､
欧
陽
僑
詞
の
文
字
そ
の
ま
ま
の
平
灰
を
記
し
て
､
可
平
､
可
灰
の
半
白

半
黒
圏
を
附
し
て
い
な
い
｡
『詞
律
大
成
』
で
は
､
詞
の
文
字
に
よ
り
多
少
可
平
､
可
灰
が
異
な
っ
て
い
る
が
､
全
髄
と
し
て
は

『詞
律
』
｢詞
法
小
論
｣

と
等
し
い
句
式
と
み
な
し
て
い
る
｡
な
お
､
以
上
二
健
の
後
に
挙
げ
る
漏
延
巳
五
十
九
字
鰹
は
､
『詞
律
』

が
首
句

｢今
日
相
違
花
末
費
｣
詞
で
あ
る
の
に
封
し
て
､
『欽
定
詞
譜
』
『詞
律
大
成
』
は
い
ず
れ
も
首
句

｢去
歳
迎
春
模
上
月
｣

詞
と
な
っ
て
い
る
｡
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七
-
a
t
損
練
子

二
十
七
字

一
名
深
院
月

単
調

凡
二
億

(同
第
三
五
集
)

○

●●句●○○
韻t)●○○t)●○叶0●000●●句000●●○○叶

詞

深
院
静
｡
小
庭
空
｡
断
積
寒
砧
断
碑
風
｡
無
奈
夜
長
人
不
森
｡
散
華
和
月
到
簾
棟

南
唐

李
後
主

人 文 研 究 第 91 輯

別
名
､
詞
髄
数
､
句
式
､
引
用
詞
等
す
べ
て

『詞
律
』
(巻

一
)
と
同
じ
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

一
)
も
､
｢梅
練
子
｣
二
髄
を

録
し
､
二
十
七
字
健
の
例
と
し
て
同
じ

｢深
院
静
｣

詞
を
挙
げ
る
｡
し
か
し
､
作
者
を
李
後
主
で
は
な
-
裾
延
巳
と
し
て
い
る
｡

『尊
前
集
』
(『唐
宋
元
明
百
家
詞
』
所
収
本
及
び

『彊
村
叢
書
』
所
収
本
)
で
は
こ
の
詞
を
潟
延
巳
の
作
と
し
て
お
り
､
『欽
定

詞
譜
』
は
恐
ら
-
こ
れ
に
擦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
な
お

『歴
代
詩
徐
』
(巻

一
､
揖
練
子
)
は
李
燈
の
作
と
し
て

｢深
院
静
｣
詞

を
録
し
て
い
る
｡
別
名
に
つ
い
て
『欽
定
詞
譜
』
は
'
｢
一
名
揖
練
子
令
､
困
漏
延
巳
詞
､
起
結
有
深
院
静
'
及
数
聾
和
月
到
簾

権
句
､
吏
名
深
院
月
L
と
述
べ
る
｡
ま
た
句
式
は
､
第

1
句
第

一
字

｢
O
L
第
五
句
第

1
字

｢C
L
を
そ
れ
ぞ
れ

｢
0
｣
｢
●
｣

に
作
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

一
)
は
､
｢抵
練
子
｣
三
髄

(補
健

一
)
を
収
載
し
､
二
十
七
字
健
に
は
や
は
り
李
燈
の
｢深
院
静
｣

詞
を
掲
げ
て
い
る
｡
別
名
に
関
し
て
は

｢或
加
令
字
､
文
名
深
院
月
｣
と
記
し
､
第

一
句
第

一
字
を

｢可
灰
｣
と
す
る
｡
ま
た

｢此
調
､
輿
赤
菓
子
､
桂
殿
秋
､
解
紅
､
句
法
皆
同
､
但
平
灰
有
異
同
｣

と
註
記
す
る
｡

七
-
b
t
損
練
子

三
十
八
字

讐
調

(同
第
三
六
集
)

○

●●句●○○
韻00
●●●○○
叶●○○
句○
●○
叶
○

●●句●○○
叶00
●●●○○
叶●00
句●○○

叶

詞

宋

無
名
氏

林
下
路
｡
水
蓮
亭
｡
涼
吹
水
曲
散
徐
酸
｡
小
藤
林
｡
随
意
横
｡

猶
記
得
｡
膏
時
経
｡
翠
荷
間
雨
倣
秋
聾
｡
悠
時
節
｡
不
堪
聴
｡



詞法小論小等 (-)338(i5)

原
文
で
は
無
名
氏
詞
前
関
第
三
句

｢散
徐
醍
｣
が

｢散
飴
醍
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
｢正
誤
｣

に
従
い
改
め
る
｡
句
式
､
詞
鰹
例

と
も
に

『詞
律
』
(巻

一
)
と
同
｡
『詞
律
』
は

｢見
天
機
徐
錦
､
輿
前
調
大
異
､
前
後
同
､
只
堪
字
用
平
異
｣
と
註
す
る
｡
『欽

定
詞
譜
』
(省

一
)
『詞
律
大
成
』
(巻

一
)
は
､
い
ず
れ
も
李
石
三
十
八
字
髄
を
挙
げ
､
平
L<
式
も
そ
れ
ぞ
れ
少
し
異
な
っ
て
い

る
｡
な
お

『詞
律
大
成
』
は
､
以
上
二
髄
の
他
､
花
草
粋
編
無
名
氏
詞
五
十
二
字
髄

(補
健
)
を
載
せ
て
い
る
｡

八
'
赤
菓
子

二
十
七
字

単
調

(同
第
三
六
集
)

●
●
●
句
●

○
○韻
0
0
0
●
●
○
○叶
0
●
0
0
0
●
●句
0
0
0●
●

○
○叶
(同
第
三
六
集
)

詞

夜
情
情
｡
燭
焚
焚
.
金
櫨
香
壷
酒
初
醍
.
春
睡
起
乗
回
雪
面
｡
含
崖
不
語
僑
雲
塀
｡

五
代

欧
陽
桐

『詞
律
』
(巻

こ

と
同
じ
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

一
)
も
同
じ
欧
陽
桐
詞

1
億
の
み
を
収
め
､
第

1
句
第

1
字
を

｢t
)｣､
第
三

句
第
三
字
を

｢
O
L､
第
四
句
第
三
字
を

｢
●
｣
に
校
定
す
る
｡
ま
た

『詞
律
大
成
』

『欽
定
詞
譜
』
と
同
様
の
平
L<
式
と
し
て
い
る
｡

(巻

一
)
も

｢夜
情
情

｣
詞

一
健
を
録
し
､

九
㌧
杜
殿
秋

二
十
七
字

畢
調

(同
第
三
六
集
)

○●
●
句
●

○
○韻
○
○
●
●
●
○
○叶
0
0
0
●
0
0●
句

0
●
0
0
0
●
○叶

詞

河
漢
女
｡
玉
錬
顔
｡
雲
耕
往
往
在
人
間
｡
九
零
有
路
去
無
跡
｡
嘉
島
香
風
生
楓
環
｡

唐

李
白

『詞
律
』
(巻

こ

は
､
宋
･向
子
譜
の
詞
を
挙
げ
る
｡
｢詞
法
小
論
｣
が
李
白
の
作
と
す
る

｢河
漠
女
｣
詞
は
､
も
う

一
首
の

｢仙
女
下
｣
詞
と
と
も
に
､
唐
･
李
徳
裕
の

｢迎
紳
｣
｢送
紳
｣

曲
で
あ
る
｡
こ
の
事
は
既
に
､
宋
･
郡
博
の

『郡
民
聞
見
後
録
』
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(巻

一
九
､
中
華
書
局
､

一
九
八
三
)
に
南
首
を
引
い
て

｢李
太
尉
文
鎮
迎
神
､
送
伸
二
曲
､
予
遊
秦
､
尚
有
能
宛
持
度
之
音
､

或
井
烏

1
曲
､
謂
李
太
白
作
､
非
也
｣

と
所
じ
ら
れ
､
ま
た
宋

･
許
頁
の

『彦
周
詩
話
』
(『歴
代
詩
話
』
所
収
､
中
華
書
局
､

1
九
八

一
)
に
は

｢李
衛
公
作
歩
虚
詞
云
､
(中
略
)
､
鳴
呼
､
人
傑
也
哉
｣
と
あ
っ
て
､
南
首
が

｢歩
虚
詞
｣

と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
｡
だ
が
､
清
･朱
葬
尊
は

『詞
綜
』
(巻

一
､
中
華
書
局
香
港
分
局
接
清
康
配
三

〇
年
裏
押
棒
刊
本
影
印
本
､

一
九
七

七
)
に
こ
の
詞
を
李
白
詞
と
し
て
収
め
､
『歴
代
詩
飴
』
(巻

1
'
桂
殿
秋
)
も
李
白
の
名
で
録
し
て
い
る
｡
ま
た
､
清

･
王
埼

註

『李
太
白
全
集
』
(巻
三
〇
､
中
華
書
局
､

一
九
七
七
)
が
引
-
呉
虎
臣
の
語
に
は
｢此
太
白
詞
也
､
有
得
千
石
刻
而
無
其
腔
､

劉
無
言
俸
其
聾
歌
之
､
音
極
清
雅
L
と
見
え
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻

こ

は
､
詞
牌
下
註
に

｢本
唐
李
徳
裕
送
紳
迎
神
曲
､
有

桂
殿
夜
涼
吹
玉
箪
句
､
取
烏
調
名
｣

と
記
し
て

『詞
綜
』
『歴
代
詩
飴
』
等
の
誤
り
を
正
し
､
『詞
律
』
と
同
じ
向
子
謹
詞
を
掲

げ
て
い
る
｡
ま
た

『校
刊
詞
律
』
(奄

一
)
も

『欽
定
詞
譜
』
に
従
い
'
｢按
此
本
唐
李
徳
裕
送
紳
迎
神
曲
､
有
桂
殿
夜
涼
吹
去

笹
句
､
取
烏
調
名
｣

と
記
す
｡
竹
礎
が

｢河
漢
女
｣

詞
を
引
-
の
は
､
『詞
律
』
の
註
に

｢太
白
有
此
調
二
首
､

一
興
此
同
､

一

首
干
紅
旗
句
､
平
灰
相
反
｣
と
見
え
､
『詞
綜
』
『歴
代
詩
飴
』
に
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
擦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
｡
二
〇
年
後
の

『詞
律
大
成
』
(省

一
)
で
は
､
作
例
に
向
子
讃
詞
を
挙
げ
､
｢按
李
白
有
桂
殿
秋
二
首
､
而
其
詞
本
係

李
徳
裕
迎
押
送
紳
詞
､
名
日
歩
虚
詞
､
平
灰
亦
棺
不
同
､
今
附
録
子
左
以
備
考
｣
と
証
し
て
李
徳
裕
歩
虚
詞
を
別
に
掲
載
し
て

い
る
｡

①

『鴎
夢
新
誌
』
は
､
東
京
大
学
法
学
部
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
本
を
閲
覚
､
複
寓
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
｡
関
係
者
各
位
に
厚
-
御
得
申

し
上
げ
ま
す
｡

②

主
に
参
照
し
た
詞
譜
は
次
の
通
り
｡
清
･寓
樹
撰

『詞
律
』
二
〇
巻

(康
照
二
六
年
序
刊

[保
滋
堂
]
本
､
小
樽
商
科
大
学
附
属
園
書
館

註
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所
蔵
本
)､
清
･王
突
清
等
奉
勅
撰

『詞
譜
』
四
〇
巻

(北
京
市
中
国
書
店
按
清
康
照
五
四
年
内
府
刻
本
影
印
本
､

一
九
七
九
､
本
文
中
に

は

『欽
定
詞
譜
』
と
し
て
引
-
)､
清
･杜
文
潤
撰

『詞
律
校
勘
記
』
二
巻

(威
豊

二

年
序
刊
本
､
東
北
大
学
附
属
圏
書
館
狩
野
文
庫
所

蔵
本
)､
清
･
寓
樹
撰
､
恩
錫
･
杜
文
潤
校

『詞
律
』
二
〇
奄

(上
海
古
籍
出
版
社
掠
清
光
緒
二
年
本
影
印
本
､

一
九
八
四
､
本
文
中
に
は

『校
刊
詞
律
』
と
し
て
引
-
)､
森
川
竹
硬
撰

『詞
律
大
成
』
二
〇
等

(存
九
巻
､
『詩
苑
』
第

一
集

～
第
四
八
集
所
収
､

一
九

一
三
～
一
九

一
七
)｡
そ
の
他
の
書
に
つ
い
て
は
､
本
文
中
に
典
接
を
示
し
た
｡


